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『
伊
和
志
』
第
二
号

発
刊
に
寄
せ
て

秋

原

芳

枝

（

辰

巳

流

裕

の

会

会

主

辰

巳

裕

寿

）

豊

海

県

道

の

真

亀

交

差

点

の

手

前

、

右

手

に

真

亀

三

五

自

治

区

民

会

館

が

あ

り

、

入

口

に

立

つ

「

消

防

館

之

址

」

の

碑

に

は

「

昭

和

―

二

十

一

一

年

真

亀

海

岸

に

駐

留

の

米

軍

射

場

の

閉

鎖

に

伴

い

、

射

場

内

の

財

産

の

保

全

と

警

備

を

当

時

の

消

防

第

十

五

分

団

が

委

嘱

を

う

け

、

そ

の

代

償

と

し

て

建

物

一

棟

を

払

下

げ

、

こ

の

地

に

移

築

し

、

永

年

に

亘

り

区

民

の

公

共

の

場

と

し

て

共

用

し

た

。

新

集

会

所

建

築

を

機

に

往

時

の

輝

か

し

い

功

績

を

讃

え

こ

の

碑

を

建

つ

」

と

あ

る

。

い

て

、

体

験

の

中

よ

り

目

標

を

見

つ

け

、

前

進

す

る

カ

強

さ

は

現

在

の

ご

活

躍

に

繋

が

っ

て

い

る

事

と

思

い

ま

す

。

戦

争

体

験

に

は

、

沢

山

の

犠

牲

の

中

に

命

の

重

さ

、

平

和

へ

の

願

い

を

考

え

ず

に

は

い

ら

れ

ま

せ

ん

。

私

の

父

は

、

満

州

の

戦

地

で

右

手

を

無

く

し

、

傷

痰

軍

人

と

な

っ

て

帰

っ

て

来

ま

し

た

。

部

隊

は

壊

滅

状

態

に

な

り

、

戦

友

の

多

く

は

戦

死

し

た

そ

う

で

す

。

生

き

残

っ

た

自

責

の

念

と

不

具

と

な

っ

た

自

分

と

の

永

い

戦

い

の

日

々

だ

っ

た

そ

う

で

す

。野

戦

病

院

で

の

無

気

力

な

生

活

の

中

で

、

内

地

か

ら

本

会

の

「

郷

土

に

関

す

る

あ

ら

ゆ

る

こ

と

を

研

究

対

の

慰

問

団

の

懐

か

し

い

日

本

の

歌

や

踊

り

に

涙

し

、

勇

象

と

し

、

そ

の

成

果

を

郷

土

に

還

元

す

る

」

と

い

う

目

気

を

貰

い

、

リ

ハ

ビ

リ

に

皆

な

頑

張

っ

た

と

聞

い

て

い

ま

的

達

成

の

一

っ

と

し

て

、

3
年

振

り

に

『

会

誌

伊

和

志

』

す

。

私

に

日

本

舞

踊

の

稽

古

を

さ

せ

て

く

れ

た

の

も

、

報

第

2
号

を

出

版

す

る

こ

と

と

し

、

8
ヶ

月

間

に

渡

っ

て

拝

読

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。

そ

の

時

の

想

い

が

あ

っ

た

か

ら

と

思

い

ま

す

。

取

り

組

み

、

1
2月に
完

成

し

、

発

刊

し

ま

し

た

。

郷

土

史

研

究

に

多

く

の

時

間

を

積

み

重

ね

、

古

文

書

私

が

地

域

の

方

々

の

ご

協

力

を

頂

き

な

が

ら

、

ボ

ラ

会

そ

の

き

っ

か

け

は

、

内

山

会

長

が

「

九

十

九

里

町

に

の

発

掘

、

神

社

仏

閣

の

歴

史

等

、

細

や

か

な

描

写

に

写

ン

テ

ィ

ア

活

動

を

続

け

て

行

け

る

の

も

、

父

の

存

在

が

戦

後

、

米

軍

基

地

が

あ

り

、

そ

の

騒

音

や

米

軍

人

の

真

や

挿

絵

に

至

る

ま

で

盛

り

沢

山

の

内

容

で

勉

強

さ

せ

あ

っ

た

か

ら

と

思

っ

て

い

ま

す

。

会

事

故

、

環

境

の

乱

れ

な

ど

、

負

の

側

面

が

大

き

く

、

そ

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。

戦

後

七

十

四

年

余

を

過

ぎ

、

伝

え

て

行

か

な

け

れ

究

の

こ

と

を

知

っ

て

い

る

人

も

年

々

少

な

く

な

っ

て

い

る

現

又

、

文

化

面

で

は

、

い

わ

し

漁

で

栄

え

た

豪

商

、

網

ば

な

ら

な

い

こ

と

が

多

く

有

り

ま

す

。

妍

状

か

ら

、

『

戦

中

戦

後

の

体

験

』

を

ま

と

め

た

い

」

と

主

の

力

添

え

で

訪

れ

た

多

く

の

文

化

人

の

事

等

、

改

め

『

伊

和

志

』

第

二

号

の

発

刊

は

、

。

現

今

の

世

情

の

士

い

う

願

望

か

ら

で

し

た

。

早

速

、

創

刊

号

に

習

い

、

「

ー

て

知

る

事

が

出

来

、

豊

か

な

九

十

九

里

の

息

づ

か

い

が

中

に

大

き

な

意

味

を

持

つ

事

で

し

ょ

う

郷
論
ず
る
」
•
「
I
I
学
ぶ
」
．
「
I
l
l
つ
れ
づ
れ
」
と
し
、

I
I
に
聞
こ
え
て
く
る
様
な
内
容
で
し
た
。
最
後
に
関
係
者
の
方
々
の
情
熱
と
ご
努
力
に
対
し
ま

里

一

戦

中

戦

後

の

体

験

」

と

い

う

項

目

を

設

け

ま

し

た

。

豊

海

小

・

中

学

生

の

作

文

は

、

当

時

の

ま

ま

を

掲

載

し

て

感

謝

と

共

に

敬

意

を

申

し

上

げ

ま

す

。

九

と

こ

ろ

で

、

本

『

会

誌

伊

和

志

』

は

「

会

員

が

原

し

た

も

の

と

伺

っ

て

い

ま

す

。

あ

の

遠

い

日

々

に

子

供

達

＋

稿

を

寄

せ

合

っ

て

作

り

上

げ

る

『

郷

上

誌

』

」

を

目

指

は

何

を

見

て

、

何

を

感

じ

て

い

た

の

で

し

ょ

う

か

・

・

・

。

九

し

て

い

ま

す

。

専

門

的

な

人

た

ち

に

原

稿

を

依

頼

し

、

こ

の

作

文

の

中

に

は

、

子

供

の

目

線

で

の

戦

後

の

苦

し

み

、

そ

れ

を

出

版

す

る

の

で

は

な

く

、

日

頃

か

ら

文

章

を

書

貧

し

さ

等

の

情

景

が

昨

日

の

出

来

事

の

様

に

迫

っ

て

き

き

慣

れ

た

人

は

勿

論

、

学

校

卒

業

以

来

、

原

稿

用

紙

て

、

胸

の

熱

く

な

る

想

い

が

い

た

し

ま

し

た

。

に

縁

の

な

い

人

、

生

来

、

物

雷

き

を

嫌

う

人

な

ど

が

「

恥

会

員

の

皆

様

方

の

手

記

は

、

お

人

柄

が

に

じ

み

出

て

を

か

く

1
1書
く

」

つ

も

り

で

原

稿

用

紙

に

文

字

を

書

い

て

提

出

す

る

よ

う

、

呼

び

掛

け

ま

し

た

。

た

原

稿

を

パ

ソ

コ

ン

に

打

ち

込

み

ま

し

た

が

、

そ

の

誤

字

日

そ

の

結

果

、

会

員

の

約

9
0％の方
々

の

投

稿

を

得

脱

字

の

多

さ

に

、

我

な

が

ら

甚

＜

歳

を

感

じ

た

次

第

で

7
ま

し

た

。

中

に

は

、

会

誌

発

刊

の

声

を

上

げ

た

責

任

す

。

1
か

ら

か

、

会

長

自

ら

会

員

宅

を

訪

問

し

、

話

し

合

い

の

そ

し

て

、

1
0月に中
村

印

刷

に

原

稿

を

引

き

渡

し

、

月

中

か

ら

題

名

や

筋

書

き

を

示

唆

し

た

り

、

話

を

聞

い

て

、

4
回

の

校

正

を

経

て

、

1
2月

1
5日に
発

刊

に

至

り

ま

3

自

ら

書

き

上

げ

し

た

。

本

号

は

カ

ラ

ー

表

紙

の

他

に

、

カ

ラ

ー

の

ペ

ー

年

た

り

な

ど

、

「

涙

ジ

を

加

え

た

に

も

拘

わ

ら

ず

中

村

印

刷

様

の

非

常

な

サ

0

ぐ

ま

し

い

」

努

ー

ビ

ス

に

よ

り

出

版

で

き

た

こ

と

も

蔭

の

功

労

者

と

い

3

カ

が

あ

っ

た

こ

え

ま

す

。

ま

さ

に

赤

字

を

覚

悟

の

上

の

取

り

引

き

で

あ

成

と

も

忘

れ

て

は

っ

た

ろ

う

と

、

「

感

謝

！

」

、

「

感

謝

！

」

で

す

。

平

な

ら

な

い

と

思

そ

の

結

果

、

多

彩

な

内

容

に

よ

る

、

素

人

の

手

作

り

＞

い

ま

す

。

に

よ

る

『

会

誌

伊

和

志

』

が

出

来

上

が

り

ま

し

た

。

会

1

そ

れ

に

し

て

員

の

皆

さ

ん

、

ご

協

力

頂

い

た

会

員

外

の

方

々

と

も

ど

＜

も

、

受

け

取

つ

も

、

「

拍

手

！

」

、

「

拍

手

！

」

で

す

。

（

編

集

長

／

本

保

）

ほ3[I易。とi|I
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江
一
時
代
よ
り
明
治
・
大
正
・
昭
和
と
、
九
里

浜
は
ェ
イ
ワ
シ
漁
業
」
で
栄
え
て
い
ま
し
た
0
1
釦
に
、

片
貝
海
水
浴
場
の
恩
人
、
文
化
人
、
村
お
こ
し
の
豊
漁
期
の
「
揚
繰
網
」
は
、
海
の
町
、
九
十
九
里
を
活

恩
人
、
俳
句
運
動
の
人
、
読
書
の
人
、
そ
し
て
、
薬
気
に
包
み
、
好
景
気
に
沸
い
た
日
々
で
、
網
主
な
く
て

局
経
営
者
。
中
西
月
華
（
本
名
忠
吉
、
明
治
六
年
1
1

の
時
代
で
し
た
。
豊
漁
の
後
は
、
「
万
祝
」
が
支
給
さ
れ

一
八
七
三
＼
昭
和
二
十
六
年
1
1

一

九

五

一

）

に

は

、

ま

し

た

。

各

網

主

、

多

彩

な

顔

が

あ

り

ま

す

。

こ

れ

は

、

幼

少

の

頃

か

ら

の

特

有

の

模

様

と

印

性

格

だ

っ

た

よ

う

で

す

。

を

染

め

抜

い

た

、

「

私

が

文

学

を

好

む

様

に

な

っ

た

の

は

幼

年

時

代

か

派

手

な

木

綿

の

長

ら

で

、

十

二

歳

の

時

（

明

治

十

七

年

、

引

用

者

注

）

、

袢

纏

で

す

。

鰤

背

東

京

の

岡

田

大

叔

母

か

ら

貰

っ

た

本

の

中

に

、

外

山

正

（

い

な

せ

）

に

着

一

、

井

上

哲

次

郎

、

矢

田

部

良

吉

、

三

氏

の

「

新

体

流

し

て

い

た

姿

を

詩

紗

」

が

あ

っ

た

。

そ

の

本

の

中

に

ロ

ン

グ

フ

ェ

ロ

ー

の

，

思

い

出

し

ま

す

。

『

野

寺

の

鐘

』

や

『

三

人

の

漁

師

』

の

く

だ

り

を

愛

ニ

―

i

i

（

・

生

こ

の

度

、

元

網

報

誦

し

、

小

学

校

に

入

っ

て

か

ら

は

唐

詩

選

を

愛

読

し

た

」

＂

t

、

モ

宅

（

甲

良

丸

）

（

月

華

句

集

『

や

っ

さ

か

ご

』

昭

和

二

十

五

年

発

行

の

J

』

屋

月

「

や

け

ど

ん

」

会

序

文

）

と

あ

り

ま

す

。

．

4

ヽ

ヽ

、

の

こ

主

人

、

鈴

木

ま

た

、

「

潮

騒

に

慣

れ

て

小

学

校

に

通

っ

た

頃

、

私

g

へ

へ

‘

ぶ

猛

氏

よ

り

本

会

会
は
俄
に
父
の
早
世
に
会
ひ
、
東
京
に
遊
学
す
る
こ
と
A

,

v
d
f
冴
ぶ
乙
一
に
、
「
万
祝
」
を

究
な
っ
た
。
専
門
の
薬
学
校
に
通
っ
て
、
た
ま
に
は
寄
席

9

會

暑

寄

附

さ

れ

ま

し

た

研

や

芝

居

を

覗

き

、

明

治

時

代

に

残

る

江

戸

気

分

に

も

の

で

、

ご

紹

介

し

士

触

れ

た

。

帰

来

、

業

務

の

傍

ら

交

遊

を

好

ん

で

、

同

麦

5

ま
す
。

郷
士
と
文
学
雑
誌
を
刊
行
し
、
向
上
会
を
起
こ
し
て
地

里
方
文
化
の
向
上
を
計
り
、
濤
磐
会
を
作
っ
て
俳
句
を
研
を
伺
い
ま
し
た
。

九
究
し
た
。
謡
曲
は
九
番
習
を
終
わ
り
、
能
楽
の
鑑
賞
こ
れ
か
ら
月
華
の
残
し
た
俳
句
・
文
章
・
日
記
・
絵

＋
が
出
来
た
。
絵
と
写
真
は
早
く
か
ら
好
ん
て
絵
葉
書
葉
書
・
ス
ケ
ッ
チ
な
ど
の
作
品
の
森
を
逍
遥
し
て
、
月

九
を
作
っ
て
片
貝
を
海
水
浴
場
と
し
て
、
江
湖
に
紹
介
す
華
の
紹
介
を
し
て
い
き
ま
す
。

る

こ

と

の

出

来

た

の

は

予

期

せ

ぬ

収

穫

で

あ

っ

た

」

（

中

＊

長

男

の

取

り

、

戸

主

と

な

り

ま

し

た

。

西
月
華
著
『
濱
管
』
開
局
五
十
年
記
念
刊
行
、
昭
和
月
華
は
、
生
来
の
記
録
好
き
で
し
た
。
ノ
ー
ト
に
記
家
業
は
と
い
う
薬
種
商
（
現
在
の
薬
局
）

十

三

年

、

巻

末

記

）

と

も

あ

り

ま

す

。

さ

れ

た

自

筆

の

『

中

西

月

華

翁

年

譜

』

も

そ

の

―

つ

で

で

し

た

忠

兵

衛

は

忠

吉

に

跡

を

継

が

す

べ

筆
者
は
、
月
華
の
三
男
中
西
三
郎
先
生
（
明
治
三
す
。
中
扉
こ
ま
「
中
西
忠
吉
六
十
年
ま
で
の
日
誌
、
中
く
上
京
し
て
、
創
立
間
も
な
い
「
東
京
薬
学
校
」
（
現
、

十
三
年
1
1

一
九

O
O
S
平
成
―
―
一
年
1
1

一
九
九
一
）
に
西
月
華
（
創
糾
藤
一
郎
、
本
名
忠
吉
）
、
生
ま
れ
て
か
東
京
薬
科
大
学
）
に
入
学
さ
せ
ま
し
た
。
明
治
十
九

成
東
高
校
で
教
え
を
受
け
て
以
来
、
時
折
、
月
華
に
つ
ら
私
の
生
活
（
処
世
年
表
、
生
活
年
表
）
浮
世
の
坂
す
年
(
-
八
八
五
）
、
忠
吉
数
え
十
四
歳
の
時
で
す
。

日

L

ぃ
て
伺
い
ぎ
て
花
（
月
）
見
る
十
二
年
」
と
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
後
に
月
華
は
、
薬
学
校
時
代
の
こ
と
を
「
東
薬
時

7

ま
し
た
。
単
な
る
自
歴
で
な
く
、
当
時
の
出
来
事
や
村
の
様
子
が
代
の
思
い
出
」
と
し
て
『
築
業
の
友
』
第
五
九
六
号
（
昭

1

ま
た
、
月
書
か
れ
て
い
て
世
相
を
知
る
の
に
役
立
ち
ま
す
。
和
十
三
年
七
月
十
五
日
発
行
）
に
載
せ
て
い
ま
す
。

月

華

の

末

女

明

治

十

四

年

(

-

八

八

一

）

、

本

隆

寺

内

に

創

立

さ

「

も

う

五

十

年

の

昔

語

に

な

る

。

其

頃

の

東

京

薬

3

鈴

木

富

江

れ

た

ば

か

り

の

片

貝

小

学

校

へ

行

き

ま

し

た

。

当

時

は

学

校

は

神

田

岩

本

町

に

あ

っ

た

。

明

治

十

九

年

四

月

、

年

さ

ん

（

大

ど

こ

の

村

も

自

立

の

小

学

校

は

な

く

、

お

寺

を

校

舎

に

私

は

入

学

試

験

を

パ

ス

し

て

入

学

し

た

。

校

長

は

藤

田

0

正

六

年

1
1

し
ま
し
た
。
隣
の
真
亀
村
の
小
学
校
も
浄
泰
寺
に
あ
り
正
方
先
生
、
校
舎
は
一
一
階
建
て
ペ
ン
キ
塗
。
玄
関
の
右

3

一
九
一
七
ま
し
た
。
そ
し
て
、
明
治
と
は
言
っ
て
も
、
村
は
こ
れ
ま
が
職
員
室
、
左
が
教
室
。
廊
下
伝
い
に
平
屋
の
教
室
と

成

S
平
成
二
で
の
幕
末
の
様
子
が
色
濃
く
残
っ
て
い
ま
す
。
忠
吉
（
大
製
薬
化
学
分
析
実
験
室
は
別
棟
に
あ
る
。
玄
関
側
の

平

十

七

年

1
1

人
に
な
る
ま
で
、
本
名
で
言
い
ま
す
。
筆
者
注
）
は
、
教
室
で
国
友
民
三
先
生
の
化
学
を
き
い
た
。
陸
軍
薬
剤

＞

二

0

一
入
学
前
に
近
所
の
手
習
い
師
匠
「
し
ん
た
な
」
へ
通
っ
て
官
の
制
服
を
着
け
て
早
口
で
筆
記
に
困
っ
た
が
、
熱
心

2

五
）
か
ら
い
ま
す
。
小
学
校
を
優
秀
な
成
績
で
卒
業
し
た
頃
、
父
に
教
え
て
く
れ
た
。
大
井
玄
同
先
生
も
薬
剤
官
で
、

く

も

思

い

出

甚

太

郎

が

病

死

し

ま

し

た

。

三

十

九

歳

の

若

さ

で

し

た

。

生

薬

の

講

義

を

し

。

．．． 
（
続
く
）

.. 
,
 
.. 
,
 
.. 
,
 
.

.

 ,. 

一
十
る
月
葦
逍
遥

(

I

)

一
ー•
1
・
・
1
・
・
1
:
1

.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. 

号
多
趣
味
の
文
化
人
、
中
西
月
華

7
 

第

齊

藤

功

写
真
は
現
在
、
畑

地
の
旧
真
砂
亭
跡

真
亀
の
蛭
子
神
社
の
近
く
に
料
理
屋
「
真
砂
亭
」

が
あ
り
ま
し
た
。
四
年
前
に
百
一
歳
で
亡
く
な
っ
た

母
の
話
に
、
「
ま
さ
ご
は
ヨ
ー
、
本
家
の
横
浜
の
叔

母
さ
ん
の
家
で
あ
っ
た
ヨ
ー
」
。
か
っ
て
桜
井
酒
造
の

当
主
、
熊
雄
氏
の
妹
さ
ん
が
住
ん
で
い
た
よ
う
で
す
。

昭
和
十
九
年
頃
で
は
な
か
ろ
う
か
？
真
砂
亭
に

住
ん
で
い
た
斎
藤
新
吉
さ
ん
（
智
恵
子
の
妹
セ
ツ
の

夫
）
宅
に
は
高
校
生
（
成
東
高
校
）
で
あ
っ
た
一
人

息
子
の
「
し
ゅ
ん
ち
ゃ
ん
」
（
俊
太
郎
）
が
居
ま
し

た
。
家
の
北
側
の
軒

で
、
「
ミ
ニ
映
画
会
」

を
開
き
、
近
所
の
子

供
た
ち
が
集
ま
り
、

楽
し
ん
だ
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。

内
容
は
憶
え
て
い

な
い
が
、
一
枚
ず
つ

取
り
替
え
、
ガ
ラ
ス

製
の
フ
ィ
ル
ム
で
あ
っ

た
と
思
う
。

（
内
山
い
つ
記
）

「
万
祝
」
を
寄
附
さ
れ
る

s
「
ご
活
用
を
！
」

と

ー

『
智
恵
子
抄
』
ゆ
か
り
の
建

智
恵
子
の
妹
夫
婦
が
住
ん
だ

「
真
砂
亭
」
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こ
の
開
発
は
、
江
戸
時
代
中
期
、
一
七
四
六
年
（
延

享
三
貨
）
の
実
高
入
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
は
内
陸
部

と
の
交
通
を
遮
断
し
、
長
い
間
、
文
化
の
断
層
線
の
役

割
を
し
て
い
た
。
讃
っ
て
、
こ
の
沼
沢
群
の
北
東
端
に

昨

年

、

町

の

文

化

祭

で

郷

土

研

究

会

の

展

示

の

中

に

、

当

た

る

小

関

村

と

南

端

に

当

た

る

藤

下

村

と

が

文

片
貝
と
和
歌
山
を
結
ぶ
地
名
力
あ
り
、
そ
の
中
に
、
九
十
九
里
町
の
開
発
に
後
進
的
役
割
を
果
た
し
て
い
化
に
接
触
す
る
最
前
線
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

隣
家
で
あ
る
「
須
原
（
熊
野
屋
）
」
が
出
て
お
り
、
親
る
の
は
、
本
町
の
地
形
で
あ
る
。
そ
の
最
大
の
障
害
要
こ
の
両
村
と
東
金
と
を
連
携
す
る
交
通
路
は
、
小

し
み
を
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
「
歴
史
研
究
会
」
で
は
素
は
、
五

m
の
等
高
線
と
―
―

-m
の
そ
れ
と
の
間
に
展
開
す
関
村
ー
高
倉
村
ー
宮
村
ー
中
村
ー
前
之
内

1
菱
沼
ー

な
く
、
「
郷
土
研
究
会
」
で
あ
る
こ
と
に
、
昔
の
こ
と
る
沼
沢
群
で
あ
る
。
左
図
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
旧
小
田
間
村
を
つ
な
ぐ
、
い
わ
ゆ
る
「
田
間
道
」
で
あ
る
。

ば
か
り
で
は
な
く
、
今
後
の
九
十
九
里
町
を
見
据
え
て
関
村
地
境
よ
り
西
南
に
延
び
る
、
宮
島
沼
・
弁
天
沼
•
砂
押
踏
切
（
東
金
線
）
に
「
片
貝
踏
切
」
と
命
名
さ

い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
展
示
の
部
屋
に
は
、
会
長
浮
沼
・
下
沼
・
坊
海
道
沼
群
が
そ
れ
で
あ
る
。
れ
て
い
る
こ
と
も
、
こ
の
間
の
事
情
を
物
語
っ
て
い
る
。

さ
ん
な
ど
が
お
ら
れ
、
私
の
家
の
墓
が
小
さ
い
こ
と
な
，
4

．

9

鴫
．
一
方
に
は
、
藤
下
村
ー
西
野
村
ー
広
瀬
村
ー
川
場
村

ど

、

昔

を

偲

ぶ

ほ

ど

の

も

の

は

な

い

こ

と

を

伝

え

ま

し

'

-

・

＇

「

ー

城

近

ー

東

金

を

つ

な

ぐ

、

い

わ

ゆ

る

「

川

場

道

」

が

た
が
、
皆
さ
ん
、
気
に
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
入
会
す

l

．

あ

る

。

る

こ

と

に

し

ま

し

た

。

竃

．

｀

―

l

江
戸
末
期
ま
で
本
町
へ
の
文
化
に
流
入
路
は
、
北
の

私
の
家
の
屋
号
は
「
ご
ん
べ
」
と
言
い
、
そ
の
昔
は
i

l

令

疇

「

田

間

道

」

、

南

の

「

川

場

道

」

で

あ

っ

て

、

江

戸

へ

の

報

「

カ

ネ

ジ

ュ

ウ

」

の

商

標

で

船

を

持

っ

て

い

た

そ

う

で

す

。

‘

・

海

産

物

、

江

戸

か

ら

の

学

問

・

文

化

は

両

往

還

に

幾

ま

た

、

墓

に

は

、

祖

先

が

鎌

倉

か

ら

運

ん

で

き

た

と

言

｀

會

．

．

p

多

の

華

と

ロ

マ

ン

を

も

た

ら

し

た

。

会

わ

れ

る

石

（

如

意

輪

観

音

？

）

が

あ

り

ま

す

。

さ

ら

に

、

．

．

寧

ェ

戸

の

文

化

が

商

品

流

通

網

に

の

っ

て

、

文

芸

の

大

仏
壇
に
あ
る
『
過
去
帳
』
に
は
、
文
化
文
政
時
代
か

I‘

べ

□

9

衆
化
が
推
進
さ
れ
た
。
中
で
も
郷
土
に
残
る
江
戸
の
文

会

ら

の

戒

名

が

記

さ

れ

て

お

り

、

戸

籍

に

は

「

権

太

郎

」

＇

人

画

、

特

に

天

保

の

頃

、

高

久

講

崖

（

た

か

く

あ

い

が

究

↓

「

初

太

郎

」

↓

「

衛

」

↓

「

幸

一

」

↓

「

隆

」

と

“

~

、

い

、

名

は

徽

、

字

は

子

遠

、

通

称

秋

輌

・

如

樵

、

石

研

続

い

て

お

り

ま

す

。

｛

，

巣

山

人

、

疎

林

外

史

、

天

保

十

四

年

1
1
1
8
3
4
没、

土

昔

を

知

る

こ

と

に

、

何

の

意

味

が

あ

る

の

か

？

何

’

四

十

八

歳

）

と

飯

高

霞

邸

（

名

は

俊

治

郎

、

字

は

伯

郷
に
な
る
の
か
？
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
昔
話
と
し
て
、
拳
ん
'
•
こ

5

二
）
と
は
交
わ
り
が
深
く
、
川
場
道
を
渡
っ
て
、
池
大

里

が

赤

ん

坊

の

頭

ほ

ど

あ

っ

た

と

い

う

曽

祖

父

、

初

太

郎

，

一

疇

雅

、

渡

辺

半

山

、

斎

藤

巻

石

等

の

名

画

が

流

入

し

た

九
の
妹
（
と
し
ょ
さ
ん
）
が
嫁
ぎ
先
（
田
中
、
大
塚
家
）
―
•
こ
一
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
ま
た
、
一
昔
遡
っ
て
飯
高
尚
寛

＋

か

ら

自

転

車

で

ス

イ

カ

を

持

っ

て

来

る

際

、

家

の

寸

前

（

し

ょ

う

か

ん

）

惣

兵

衛

（

幼

名

清

三

郎

、

字

は

尚

九

で

落

と

し

て

し

ま

っ

た

無

念

さ

を

繰

り

返

し

聞

い

て

い

囀

・

・

義

、

通

称

惣

兵

衛

、

牛

歩

、

尚

寛

は

号

、

文

化

二

年

た

祖

母

や

母

（

一

子

）

が

女

学

校

を

卒

業

す

る

頃

ま

．

1
1
1
8
0
5
没
）
は
誹
諧
に
も
精
進
し
、
江
戸
の
加
舎

で

共

に

暮

ら

し

て

い

た

曽

祖

母

（

蓮

沼

、

関

芳

家

か

ら

）

i

白

雄

の

門

人

と

し

て

一

世

を

風

靡

し

、

晩

年

、

『

漏

陵

の

折

り

目

正

し

い

気

性

の

話

に

は

、

先

祖

の

存

在

を

実

ら

一

、

グ

一

，

・

4

、
集
』
を
著
し
た
。
小
河
原
雨
塘
（
千
葉
曽
我
野
村
、

感

で

き

ま

し

た

。

，

．．
 

廻
船
問
屋
、
小
河
原
七
郎
兵
衛
、
天
明
八
年
1
1
1
4
7

祖
先
が
暮
ら
し
（
注
）
疇
ご
ほ
沼
地

6
没
）
、
白
井
鳥
酔
（
埴
生
郡
の
人
、
松
露
庵
主
、
明

て

来

た

九

十

九

里

和

六

年

1
1
1
7
6
9
没
）
等
も
、
こ
の
川
場
道
を
通
っ

は
、
太
平
洋
と
い
よ
う
か
。
私
自
身
、
ロ
シ
ア
で
極
東
の
地
図
に
「
K
A
T
A
て
粟
生
村
に
集
ま
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

イ
う
、
外
の
世
界
に

K
A
I
」
を
見
付
け
た
時
、
外
国
の
眼
を
感
じ
た
も
の
で
一
方
、
江
戸
末
期
に
至
っ
て
は
、
江
戸
の
折
衷
学
派

力
接
し
た
土
地
で
あ
す
。
ま
た
、
本
研
究
会
の
『
会
報
』
に
は
、
戦
後
、
米
の
儒
学
者
た
ち
が
笈
を
負
っ
て
南
総
の
瀕
海
の
地
に
足

夕
り
、
父
（
母
の
婿
）
軍
キ
ャ
ン
プ
が
真
亀
に
置
か
れ
、
基
地
反
対
の
行
動
が
跡
を
残
し
て
い
る
。
そ
の
人
々
の
中
に
、
梁
川
星
巌
（
や

力
は
、
近
衛
連
隊
エ
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
現
実
に
基
地
の
あ
る
沖
な
が
わ
せ
い
が
ん
）
夫
妻
、
朝
川
善
庵
、
遠
山
雲
如
、

ブ
兵
と
し
て
米
軍
の
縄
を
他
人
事
と
は
出
来
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
目
黒
白
豚
、
長
沼
祐
達
、
古
川
瑞
庵
等
と
枚
挙
に
い

ン
九
十
九
里
浜
上
陸
地
震
に
よ
る
津
波
被
害
に
関
し
て
も
、
過
去
の
教
訓
と
ま
な
い
。
こ
れ
ら
の
人
々
は
、
田
間
道
を
通
っ
て
、

ャ
に
備
え
る
部
隊
に
は
真
に
受
け
る
べ
き
で
す
し
、
海
岸
に
住
む
、
豊
か
さ
田
中
・
小
関
の
両
村
に
入
り
、
そ
の
止
ま
る
処
に
憩
い

キ
い
た
そ
う
で
す
。
と
同
時
に
、
皆
さ
ん
と
と
も
に
自
然
環
境
の
独
自
性
に
の
地
を
得
て
、
寒
村
の
青
少
年
の
教
育
に
魂
を
打
ち
込

地
片
貝
沖
に
は
海
谷
理
解
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ん
だ
の
で
あ
る
。
勿
論
、
経
済
力
の
あ
る
網
主
を
ス
ポ

基

が

あ

り

、

大

型

船

ン

サ

ー

と

し

て

活

躍

し

た

。

い

わ

ゆ

る

イ

ワ

シ

の

も

た

軍

の

航

路

と

し

て

重

ら

し

た

文

化

で

あ

る

。

米

要

視

さ

れ

て

い

た

（

平

成

3
0
年
2
月
1
7
日
の
講
演

の

で

は

な

い

で

し

つ

い

て

」

の

資

料

よ

り

）

第 7号

入
会
の
き
っ
か
け

内

山

隆

販
売
中
！

『
会
誌
伊
和
志
』
第
一
号
•
第
二
号

8
0
0
円

ご

l

i

-n

江
戸
文
化
の
流
入
とそ

の
交
通
路

河

野

巧

「
窪
世
昌
」
に



高
見
山
宗
五
郎
（
本
名
今
関
宗
五
郎
、
阿
武
山
緑

之
助
、
二
代
高
砂
浦
）
は
九
十
九
里
町
粟
生
で
生
ま

れ
た
。
後
に
「
千
鳥
ヶ
崎
」
と
名
乗
っ
て
宮
相
撲
で
活

躍
し
て
し
た
と
こ
ろ
、
東
京
相
撲
会
所
を
除
名
さ
れ
、

「
改
正
組
」
を
結
成
し
て
い
た
東
金
町
（
東
金
市
）

大
豆
谷
の
高
砂
浦
五
郎
（
初
代
高
砂
）
に
誘
わ
れ
て

「
響
山
（
ひ
び
き
や
ま
）
宗
五
郎
」
の
名
で
改
正
組

に
加
わ
っ
た
。

明
治
十
一
年
（
1
8
7
8
)
五
月
、
師
匠
高
砂
が
東

京
相
撲
会
所
と
和
解
し
、
響
山
の
処
遇
に
つ
い
て
、
会

所
側
は
幕
下
格
を
提
案
し
た
が
、
高
砂
は
幕
内
格
を

主
張
し
、
こ
れ
が
通
り
幕
内
格
と
し
て
六
月
の
初
場
所

を
踏
み
、
六
勝
一
敗
二
休
一
分
と
、
見
事
に
優
勝
相

当
の
成
績
を
上
げ
、
師
匠
の
面
目
を
施
し
た
。

報

十

五

年

(
1
8
8
2
)

一
月
に
小
結
に
昇
進
し
、
高

砂
の
前
名
を
継
ぎ
、
「
高
見
山
宗
五
郎
」
と
改
名
し
た
。

会

十

七

年

(
1
8
8
4
)
の
五
月
場
所
の
八
日
目
に
梅
ヶ

谷
を
引
き
落
と
し
で
破
る
大
殊
勲
を
上
げ
（
梅
ヶ
谷
現

会
役
最
後
の
黒
星
）
、
翌
十
八
年

(
1
8
8
5
)

一
月
に

究
関
脇
に
昇
進
し
た
。

研
そ
の
後
も
、
一
七
0
c
m
、
七
十
九
k
g
の
小
兵
な
が

土
ら
、
引
き
技
を
駆
使
し
、
三
役
と
し
て
活
躍
し
、
ニ

郷
十
一
年
（
1
8
8
8
)
五
月
に
年
寄
五
代
阿
武
松
（
お

里
お
の
ま
つ
）
緑
之
助
を
襲
名
し
、
一
一
枚
鑑
札
と
な
り
、

九
場
所
で
は
三
勝
二
敗
三
休
二
分
の
成
績
に
終
わ
っ
た
。

—
二
十
二
年

(
1
8
8
9
)五
月
限
り
で
引
退
し
、
年

九
寄
専
役
と
な
り
、
師
匠
高
砂
を
補
佐
し
、
「
勝
負
検
査

役
」
も
務
め
た
。
三
十
一
年
（
1
8
9
8
)

一
月
に
は

病
気
の
師
匠
に
替
わ
り
、
東
京
大
相
撲
協
会
取
締
に

就
任
し
、
三
十
三
年

(
1
9
0
0
)
に
師
匠
が
亡
く
な

る
と
、
二
代
高
砂
浦
五
郎
を
襲
名
し
、
大
相
撲
の
重

日
鎮
と
し
て
活
躍
し
た
。
温
厚
な
人
柄
と
し
て
周
囲
の
信

7
望
を
集
め
、
四
十
二
年

(
1
9
0
9
)
に
相
撲
常
設
館

1

の
完
成
を
見
届
け
て
辞
任
し
、
以
後
は
別
格
年
寄
（
相

月

談

役

待

遇

）

と

な

り

、

相

3
一

一

．

撲

界

の

発

展

に

寄

与

し

年

f

i

て

い

た

が

、

大

正

三

年

0
-

―(
1
9
1
4
)
七
月
四
日

3

に
六
十
三
歳
で
相
撲
人

成

―

r

生
を
終
え
た

平
]
•
生
涯
幕
内

2
3

場
所
、

>

‘

6

5

勝
5
9
敗
2
8
分

4

7

領
7
1
休
、
優
勝
相

＜

当

成

績

1
回。

第 7号

（
注
）
前
頭
時
代
の
高
見
山

九
十
九
里
町
出
身
の
相
撲
取
り

高
見
山
宗
五
郎
（
そ
う
ご
ろ
う
）

本

保

弘

文

•
関
脇
戦
歴
4

勝
4

敗
l

休
l

預

(
9出
・
1

場
所
）

・
小
結
戦
歴
7

勝
7

敗
8

休
6

分
2

預
（
2
2

出
•
3

場

所）
•
前
頭
戦
歴
5
4

勝
4
8

敗
6
2

休
2
0

分
6

預
（
1
2

8
出
・

1
9
場
所
）

八
参
考
＞
県
文
書
館
企
画
展
「
房
総
相
撲
博
覧
会
」

ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
「
高
見
山
宗
五
郎
」

＿
事
務
局

H
誌

＿

＿

国

区

ほ

こ

.
6
月

1
5
日
香
取
市
伊
能
忠
敬
記
念
銅
像
建
立

賛
同
金
（
五
万
円
）
送
金
（
村
松
氏
）

.
6
月

2
4
日
編
集
委
員
会
（
於
史
想
庵
）

・
『
伊
和
志
』
第
二
号
の
校
正

•
7

月
1
1

日

•
7

月
例
会
の
資
料
印
刷
・
準
備

•
7
月

1
5

日
例
会
（
於
中
央
公
民
館
）

・

和

算

と

伊

能

忠

敬

染

谷

佳

子

氏

•
あ
り
が
と
う
、
豊
海
幼
稚
園
小
澤
君
代
氏

•
7
月

2
8

日
北
総
方
面
史
跡
め
ぐ
り
の
下
見

内
山
氏
、
村
松
氏
、
本
保
氏

•
8
月

5

日
編
集
委
員
会
（
於
史
想
庵
）

・
『
伊
和
志
』
第
二
号
の
校
正

•
8

月
1
9

日
役
員
会
（
於
中
央
公
民
館
）

・
文
化
祭
の
展
示
内
容
な
ど
の
協
議
な
ど

•
9

月
8

日
農
業
大
学
教
諭
が
海
の
駅
を
視
察

・
内
山
氏
が
「
イ
ワ
シ
漁
」
に
つ
い
て
解
説

・
「
イ
ワ
シ
漁
」
に
つ
い
て
の
解
説
資
料
の
発
行

•
9

月
9
H

編
集
委
員
会
（
於
史
想
庵
）

・
『
伊
和
志
』
第
二
号
の
校
正

十
一
月
ビ
日

S
五
日
の
町
の
文
化
祭
こ
本
会
も
展
示

轟
麒
竺
砧
五
応
疇
虹
麟
J
を
立
。
割
に
な
っ
た
方

・
作
田
家
の
古
文
書
に
口
語
訳
が
あ
り
、
興
味
深
く
、

良
か
っ
た
。

・
展
示
が
カ
ラ
フ
ル
で
、
見
や
す
か
っ
た
。

•
伊
能
忠
敬
、
関
寛
斎
な
ど
郷
土
の
偉
人
の
展
示
が

わ
か
り
や
す
か
っ
た
。

・
配
麟
翌
豆
屈
麟
詮
紐
鞣
炉
゜

・
『
郷
土
研
通
信
』
が
有
り
難
か
っ
た
。

・
『
伊
和
志
』
第
二
号
に
期
待
。

・
郷
土
研
究
会
に
関
心
が
あ
り
、
即
入
会
し
た
。

・
住
民
と
し
て
郷
士
の
歴
史
に
興
味
あ
り
。

好
評
を
博
し
た
本
会
の
展
示

S
町
文
化
祭
展
示
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

S

.
1
0
月
1
4
日
北
総
史
跡
め
ぐ
り
準
備

・
資
料
印
刷
、
町
バ
ス
打
ち
合
わ
せ

•
1
0

月
1
6

日
北
総
史
跡
め
ぐ
り

(
2
3名
参
加
）

.
1
0
杖

温

覧

琴

鴫

互

墨

醤

響

土

本

寺

等

・
『
伊
和
志
』
第
二
局
の
校
正

•
1
0

月
2
2

日
例
会
（
選
挙
の
た
め
中
止
）

•
1
1

月
1
S
5

日
町
文
化
祭
に
参
加

・
テ
ー
マ
「
ヨ
オ
ー
、
知
っ
て
っ
か
い
！
」

.
1
1
月
1
6
日
千
葉
テ
レ
ビ
取
材
（
内
山
氏
対
応
）

・
「
ニ
ン
ジ
ャ
ジ
ャ
チ
バ
」
の
収
録

.
1
2
月
3
0
日
1
1
時
放
映

.
1
1
月
1
2
H
例
会
準
備

・
講
話
資
料
の
印
刷
・
準
備

.
1
1
月
1
8
日
例
会
（
於
中
央
公
民
館
）

・
講
話
「
教
育
勅
語
に
つ
い
て
」
本
保
弘
文
氏

•
1
1

月
1
9

日
編
集
委
員
会
（
於
史
想
庵
）

・
『
伊
和
志
』
第
二
号
の
校
正

.
1
1
月
2
5
日
編
集
委
員
会
（
於
史
想
庵
）

・
『
伊
和
志
』
第
二
号
の
最
終
校
正

.
1
2
月
1
3
日
編
集
委
員
会
（
於
内
山
宅
）

・
『
伊
和
志
』
第
二
号
が
完
成
、
配
布
作
業

•
1
2

月
1
4

日
例
会
準
備

・
資
料
印
刷
・
配
布
準
備
作
業

•
1
2

月
1
6

日
例
会
（
於
中
央
公
民
館
）

・
講
話
み
み
ず
の
た
わ
ご
と
齊
藤
功
氏

・
『
伊
和
志
』
第
二
号
配
布

八
平
成
三
十
年
＞

.
1
月
1
0
日
町
長
さ
ん
と
の
話
し
合
い

•
町
誌
資
料
集
の
発
刊
に
つ
い
て

内
山
・
村
松
・
川
島
・
内
山
菊

の
各
氏
出
席

•
1

月
2
0

日
新
年
会
（
よ
し
の
寿
司
）
2
2

名
参
加

•
2
月

1
7

日
例
会
（
於
妙
覚
寺
）

・
講
浪
「
窪
世
昌
に
つ
い
て
」
河
野
巧
氏

ー

あ

と

が

さ

『
伊
和
志
』
第
二
号
を
出
し
終
え
て
ホ
ッ
と
し
て
い
る

と
、
内
山
会
長
か
ら
「
『
通
信
』
は
毎
年
三
月
に
出
し

て
い
ま
す
よ
ね
」
と
確
認
の
催
促
。
早
速
作
業
開
始
。

電
話
に
て
「
原
稿
は
こ
れ
と
、
こ
れ
が
い
い
の
で
は
？
」

と
い
う
と
、
一

S
二
週
間
後
に
は
原
稿
が
届
く
。
実
に

手
早
い
（
一
頁
の
秋
原
氏
は
会
員
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

「
祝
辞
」
と
し
て
頂
い
た
も
の
を
掲
載
し
ま
し
た
）
。

こ
ち
ら
も
負
け
じ
と
パ
ソ
コ
ン
の
キ
ー
打
ち
を
始
め
、

一
週
間
余
り
で
片
を
付
け
る
。
そ
し
て
「
こ
れ
で
3
月

1
7
日
ま
で
に
仕
上
げ
て
！
」
と
中
村
印
刷
へ
懇
願
。

印
刷
所
泣
か
せ
で
出
来
上
が
っ
た
の
が
本
号
で
す
。
慌

た
だ
し
く
出
来
上
が
っ
た
次
第
で
す
。
（
本
保
）


